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一
六
〇
五

慶
長
一
〇

加
賀
藩
に
よ
っ
て
利
波
郡
が
総
検
地
さ
れ
る

一
六
〇
三

慶
長
八

徳
川
家
康
が
征
夷
大
将
軍
と
な
る

一
五
九
七

慶
長
二

利
家
が
里
山
村
（
庄
川
町
山
間
の
村
）
な
ど
に
検
地
状
を
下
し
納
税
額
を
定
め
る

一
五
九
六

文
禄
五

利
長
が
鹿
島
村
三
郎
兵
衛
に
野
村
島
の
新
開
を
許
可
す
る

一
五
九
四

文
禄
三

前
田
利
長
が
納
加
村
（
苗
加
村
）
次
郎
左
衛
門
を
肝
煎
役
と
し
、
新
田
開
発
を
許
可
す
る

　

〃

大
地
震
で
、
千
保
川
が
東
へ
分
流
し
て
現
庄
川
の
流
路
が
で
き
る

一
五
八
五

天
正
一
三

利
波
・
射
水
・
婦
負
の
三
郡
が
前
田
氏
の
領
有
と
な
る

一
五
八
五

天
正
一
三

豊
臣
秀
吉
が
関
白
と
な
る

一
五
七
六

天
正
四

上
杉
謙
信
が
増
山
城
を
落
と
す

一
五
六
六

永
禄
九

上
杉
謙
信
が
増
山
城
を
攻
め
る

一
五
六
〇

永
禄
三

増
山
城
に
拠
っ
た
神
保
長
職
が
上
杉
謙
信
に
攻
め
ら
れ
る

一
五
四
五

天
文
一
四

徳
大
寺
実
通
、
般
若
野
荘
で
殺
さ
れ
る

一
五
〇
六

永
正
三

越
後
守
護
代
長
尾
能
景
が
一
向
衆
徒
と
戦
い
、
能
景
は
般
若
野
（
芹
谷
野
合
戦
）
で
敗
死
す
る

一
四
九
〇

延
徳
二

太
秦
安
楽
院
と
冷
泉
家
の
間
に
油
田
条
（
村
）
を
め
ぐ
る
相
論
が
お
こ
る

一
四
八
一

文
明
一
三

田
屋
川
原
の
合
戦
で
一
向
衆
徒
と
石
黒
勢
が
戦
い
、
石
黒
勢
が
滅
亡
に
い
た
っ
た
と
い
う

一
四
七
四

文
明
六

徳
大
寺
実
淳
が
家
領
の
般
若
野
荘
に
来
る

一
四
七
一

文
明
三

本
願
寺
八
世
蓮
如
が
越
前
吉
崎
に
御
坊
を
建
て
る

一
四
六
七

応
仁
元

一
四
六
七

応
仁
元

応
仁
の
乱

一
四
世
紀
末

薬
勝
寺
招
請
開
山
桂
岩
運
芳
の
頂
相
が
あ
る

一
三
九
二

明
徳
三

一
三
九
二

明
徳
三

南
朝
と
北
朝
が
一
つ
に
な
る

一
三
九
〇

明
徳
元

本
願
寺
五
世
綽
如
が
井
波
に
瑞
泉
寺
を
開
く

正
平
二
四

越
中
に
攻
め
入
り
、
千
代
ヶ
様
城
・
井
口
城
を
陥
れ
る

一
三
六
九

応
安
二

能
登
守
護
吉
見
氏
頼
ら
が
乱
入
し
た
桃
井
直
常
・
直
和
父
子
の
軍
勢
を
逆
襲
し
て

一
三
六
二

貞
治
元

和
田
城
（
増
山
城
）
に
拠
っ
た
桃
井
直
常
は
二
宮
円
阿
の
攻
撃
に
あ
い
、
の
ち
和
田
城
は
北
朝
方
の
二
宮
氏
に
帰
す

一
三
四
二

康
永
元

鎌
倉
覚
園
寺
領
目
録
に
「
越
中
般
若
野
庄
内
三
谷
寺
寄
進
状
二
通
」
が
み
え
る

庄
川
右
岸
の
庄
金
剛
寺
地
内
に
古
墳
が
築
か
れ
る

小
矢
部
川
左
岸
に
若
宮
古
墳
な
ど
多
く
の
古
墳
が
築
か
れ
る

二
三
九　

邪
馬
台
国
の
卑
弥
呼
が
魏
に
使
い
を
送
る

小
矢
部
川
左
岸
や
扇
状
地
扇
端
部
の
低
地
に
集
落
が
で
き
る

扇
央
部
の
久
泉
遺
跡
で
打
製
石
斧
が
大
量
に
出
土

五
七　

倭
の
奴
国
の
国
王
が
後
漢
に
使
い
を
送
る

松
原
遺
跡
か
ら
土
器
や
住
居
址
な
ど
が
出
土

厳
照
寺
遺
跡
・
増
山
遺
跡
に
住
居
跡
、
中
尾
遺
跡
か
ら
御
物
石
器
が
出
土

芹
谷
遺
跡
な
ど
か
ら
旧
石
器
が
出
土

一
一
八
三

寿
永
二

木
曽
義
仲
が
般
若
野
で
平
盛
俊
を
破
り
、
倶
利
伽
羅
の
合
戦
で
平
維
盛
を
破
る

一
一
二
六

大
治
元

徳
大
寺
公
能
が
越
中
守
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
徳
大
寺
家
領
般
若
野
荘
が
成
立

一
〇
八
六

応
徳
三

白
河
上
皇
の
院
政
が
始
ま
る

九
三
〇
年
代

承
平
年
間

和
名
抄
が
完
成
し
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
越
中
国
砺
波
郡
に
十
二
郷
＊
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
（
川
上
、
八
田
、
川
合
、
拝
師
、
長
岡
、
大
岡
、
高
楊
、
陽
知
、
三
野
、
意
悲
、
大
野
、
小
野
）

九
二
七

延
長
五

延
喜
式
が
完
成
し
、
そ
の
神
名
式
に
砺
波
郡
七
座
＊
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
（
高
瀬
神
社
、
長
岡
神
社
、
林
神
社
、
荊
波
神
社
、
比
売
神
社
、
雄
神
神
社
、
浅
井
神
社
）

扇
央
部
の
小
杉
遺
跡
な
ど
か
ら
須
恵
器
が
出
土

九
世
紀

栴
檀
野
に
須
恵
器
窯
が
築
造
さ
れ
、
福
山
窯
か
ら
は
瓦
塔
な
ど
が
出
土

八
世
紀
～

久
泉
遺
跡
に
荘
園
に
導
水
す
る
大
溝
と
溝
管
理
施
設
の
溝
所
が
で
き
る

七
九
四

延
暦
一
三

七
九
四

延
暦
一
三

都
を
京
都
（
平
安
京
）
に
移
す

七
七
九

宝
亀
一
〇

志
留
志
、
伊
賀
の
国
守
に
な
る

　

〃

砺
波
郡
で
は
井
山
、
伊
加
留
岐
、
石
粟
、
杵
名
蛭
の
各
村
が
み
ら
れ
る

道
鏡
政
権
が
確
立

七
六
七

神
護
景
雲
元

越
中
国
守
や
員
外
介
志
留
志
ら
が
東
大
寺
墾
田
地
の
開
田
状
況
を
調
べ
墾
田
地
図
を
作
成
し
、
翌
年
東
大
寺
三
綱
所
に
報
告
す
る

七
六
七

神
護
景
雲
元

初
め
て
法
王
宮
職
が
置
か
れ
、

　

〃

越
中
国
守
や
員
外
介
志
留
志
ら
が
東
大
寺
墾
田
地
の
開
田
状
況
を
報
告
す
る
（
井
山
、
石
粟
、
杵
名
蛭
）

七
六
七

天
平
神
護
三

利
波
臣
志
留
志
が
越
中
員い

ん
が
い
の
す
け

外
介
に
任
ぜ
ら
れ
、
墾
田
百
町
を
東
大
寺
に
献
上
し
て
従
五
位
上
を
授
け
ら
れ
る

七
五
九

天
平
宝
字
三

東
大
寺
墾
田
地
の
開
田
地
図
な
ど
を
提
出
す
る
（
伊
加
流
伎
野
と
石
粟
村
）

七
四
九

天
平
感
宝
元

東
大
寺
の
僧
、
平
栄
が
越
中
の
墾
田
を
占
定
す
る

七
四
七

天
平
一
九

利
波
臣
志
留
志
、
東
大
寺
に
米
三
千
碩
を
寄
進
し
外げ

じ
ゅ
う従
五ご

い

げ

位
下
を
授
け
ら
れ
る

七
四
六

天
平
一
八

大
伴
家
持
が
越
中
国
守
に
赴
任
す
る
（
～
七
五
一
ま
で
）

七
四
三

天
平
一
五

墾
田
永
年
私
財
法

七
一
〇

和
銅
三

利
波
郡
川
上
里
か
ら
平
城
宮
へ
鮒
な
ど
が
運
ば
れ
る

七
一
〇

和
銅
三

都
を
奈
良
（
平
城
京
）
に
移
す

七
〇
三

大
宝
元

七
〇
一

大
宝
元

大
宝
律
令

７
世
紀
末

千
光
寺
の
本
尊
は
白
鳳
様
式
で
あ
る

六
七
〇

天
智
九

山
万
呂
が
利
波
臣
の
姓
を
与
え
ら
れ
る

六
七
〇

天
智
九

庚
午
年
籍
成
る

７
世
紀
前
半

波
利
古
臣
（
利
波
氏
の
祖
先
）
が
利
波
評
（
郡
）
を
与
え
ら
れ
る

一
三
三
四

建
武
元

一
三
三
四

建
武
元

建
武
の
新
政

一
二
八
六

弘
安
九

鎌
倉
幕
府
は
平
賀
氏
に
油
田
条
（
村
）
の
所
職
を
認
め
る

一
二
七
〇

文
永
七

若
狭
国
田
烏
浦
に
越
中
般
若
野
な
ど
の
米
が
着
く

一
二
二
三

貞
応
二

名
越
朝
時
が
北
陸
道
諸
国
の
守
護
と
な
り
、
放
生
津
で
政
務
を
と
る

一
二
二
一

承
久
三

鎌
倉
幕
府
軍
が
般
若
野
に
陣
し
朝
廷
軍
を
破
る

一
二
二
一

一
一
九
二

承
久
三

建
久
三

承
久
の
乱

源
頼
朝
、
征
夷
大
将
軍
と
な
る

　
　
　
　

砺
波
の
お
も
な
で
き
ご
と

2 万年前 原始時代

旧石器
時代 縄文時代 弥生時代 古墳時代 平安時代 奈良 時代 鎌倉時代

室町時代 江戸
時代

 安土桃山 
時代

古代 中世 近世

日
本
の
お
も
な
で
き
ご
と

 戦国時代   南北時代

3000 紀元前 紀元後 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 1600

一
六
〇
三

一
三
三
三

七
一
〇

七
九
四

砺
波
市
の
歴
史
年
表
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二
〇
一
九

令
和
元

い
か
る
ぎ
大
橋
開
通

二
〇
一
五

平
成
二
七

北
陸
自
動
車
道
高
岡
砺
波
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

二
〇
〇
八

平
成
二
〇

東
海
北
陸
自
動
車
道
全
線
開
通

二
〇
〇
四

平
成
一
六

砺
波
市
と
庄
川
町
が
合
併
し
、
新
砺
波
市
発
足

一
九
九
八

平
成
一
〇

砺
波
市
が
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
全
国
１
位
と
な
る
（
東
洋
経
済
新
報
社
都
市
デ
ー
タ
パ
ッ
ク
）

一
九
九
四

平
成
六

第
１
回
全
国
散
居
村
サ
ミ
ッ
ト
を
砺
波
で
開
催

一
九
八
八

昭
和
六
三

砺
波
市
苗
加
出
身
の
片
岡
清
一
が
郵
政
大
臣
に
就
任
す
る

一
九
八
五

昭
和
六
〇

市
内
の
圃
場
整
備
事
業
終
わ
る

一
九
八
四

昭
和
五
九

公
共
下
水
道
事
業
始
ま
る

一
九
八
一

昭
和
五
六

五
六
豪
雪
（
最
高
積
雪
一
九
二
㎝
）

一
九
七
四

昭
和
四
九

広
域
上
水
道
事
業
起
工
さ
れ
る

一
九
七
三

昭
和
四
八

北
陸
自
動
車
道
、
砺
波
・
小
杉
間
開
通
す
る

一
九
七
二

昭
和
四
七

加
越
線
廃
止

一
九
六
九

昭
和
四
四

全
国
植
樹
祭
が
頼
成
山
で
開
催
さ
れ
る

一
九
六
五

昭
和
四
〇

第
一
次
農
業
構
造
改
善
事
業
が
完
成
。
県
下
初
の
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
が
導
入
さ
れ
る

一
九
六
三

昭
和
三
八

三
八
豪
雪
（
最
高
積
雪
二
三
七
㎝
）

一
九
六
二

昭
和
三
七

東
野
尻
地
区
で
大
型
圃
場
整
備
事
業
始
ま
る

一
九
五
四

昭
和
二
九

砺
波
市
が
で
き
る

一
九
五
二

昭
和
二
七

東
山
見
・
青
島
・
雄
神
・
種
田
が
合
併
し
て
庄
川
町
と
な
る

一
九
五
二

昭
和
二
七

砺
波
町
が
で
き
る

一
九
五
一

昭
和
二
六

第
一
回
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
が
開
か
れ
る

一
九
四
七

昭
和
二
二

義
務
教
育
六
・
三
制
が
し
か
れ
新
制
中
学
校
が
で
き
る

一
九
四
五

昭
和
二
〇

豪
雪
。
天
候
不
順
に
よ
り
大
凶
作
と
な
る

一
九
四
五

昭
和
二
〇

終
戦

一
九
四
四

昭
和
一
九

若
林
・
林
・
出
町
・
庄
下
で
大
火
（
散
村
地
帯
の
大
火
）

一
九
四
三

県
下
の
銀
行
が
統
一
さ
れ
て
北
陸
銀
行
と
な
る　

屋
敷
林
の
供
木
が
始
ま
る

一
九
四
三

昭
和
一
八

庄
川
合
口
ダ
ム
完
成

一
九
四
一

昭
和
一
六

尋
常
小
学
校
が
国
民
学
校
と
な
る

一
九
四
一

昭
和
一
六

太
平
洋
戦
争

一
九
三
四

昭
和
九

庄
川
大
洪
水
で
太
田
橋
が
流
さ
れ
る

一
九
三
一

昭
和
六

庄
川
流
木
問
題
で
暴
力
事
件
が
起
こ
る

一
九
三
〇

昭
和
五

こ
の
頃
、
農
村
が
大
不
況
と
な
る
。
小
牧
ダ
ム
発
電
開
始
。
庄
川
合
口
ダ
ム
起
工
式

一
九
二
六

昭
和
元

飛
州
木
材
が
富
山
県
知
事
に
対
し
て
行
政
訴
訟
を
起
こ
す
（
庄
川
流
木
事
件
の
始
ま
り
）

一
九
二
三

大
正
一
二

小
牧
ダ
ム
工
事
起
工
式

一
九
二
一

大
正
一
〇

出
町
で
上
水
道
敷
設
工
事
始
ま
る

一
九
一
八

大
正
七

水
野
豊
造
ら
が
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
栽
培
を
始
め
る

一
九
一
五

大
正
四

砺
波
鉄
道
青
島
・
福
野
間
開
通
（
加
越
線
の
は
じ
ま
り
）

一
九
〇
九

明
治
四
二

鷹
栖
に
県
立
砺
波
中
学
校
が
設
置
さ
れ
る

一
九
〇
二

明
治
三
五

東
砺
波
郡
役
所
が
井
波
か
ら
出
町
に
移
転
す
る

一
九
〇
四

明
治
三
七

日
露
戦
争

一
九
〇
〇

明
治
三
三

出
町
大
火

　

〃

ウ
ン
カ
の
発
生
で
大
凶
作
、
北
海
道
移
住
者
が
増
加

一
八
九
七

明
治
三
〇

中
越
鉄
道
黒
田
・
福
野
間
が
開
通
す
る

一
八
九
六

明
治
二
九

砺
波
郡
が
東･

西
砺
波
郡
に
分
割
さ
れ
、
東
砺
波
郡
役
所
が
井
波
町
に
お
か
れ
る
。
庄
川
出
水
大
被
害

一
八
九
四

明
治
二
七

中
越
銀
行
が
設
立
さ
れ
る

一
八
九
四

明
治
二
七

日
清
戦
争

一
八
九
〇

明
治
二
三

第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
、
砺
波
郡
の
島
田
孝
之
当
選

一
八
八
九

明
治
二
二

市
町
村
制
が
実
施
さ
れ
る

一
八
八
九

昭
和
二
二

大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布

一
八
八
六

明
治
一
九

砺
波
郡
役
所
が
今
石
動
か
ら
杉
木
新
町
に
移
さ
れ
る

一
八
八
三

明
治
一
六

５
月
、
富
山
県
が
設
置
さ
れ
る

一
八
八
一

明
治
一
四

石
埼
謙
が
分
県
設
立
建
白
書
を
元
老
院
に
提
出
す
る

一
八
七
九

明
治
一
二

コ
レ
ラ
が
流
行
す
る
（
越
中
国
で
死
者
一
万
数
千
人
）

一
八
七
八

明
治
一
一

越
中
が
五
郡
に
分
か
れ
、
砺
波
郡
役
所
が
今
石
動
に
お
か
れ
る

一
八
七
七

明
治
一
〇

地
租
減
額
の
配
分
を
め
ぐ
っ
て
砺
波
農
民
騒
動
が
起
こ
る

一
八
七
七

明
治
一
〇

地
租
が
二
・
五
％
に
軽
減
さ
れ
る

一
八
七
六

明
治
九

４
月
、
砺
波
郡
が
石
川
県
に
編
入
さ
れ
る

一
八
七
五

明
治
八

こ
の
頃
か
ら
砺
波
郡
の
地
租
改
正
始
ま
る

一
八
七
三

明
治
六

村
々
に
小
学
校
が
設
置
さ
れ
る

一
八
七
一

明
治
四

七
月
、
砺
波
郡
が
金
沢
県
に
入
る
。
十
月
、
砺
波
郡
が
新
川
県
に
入
る
。

一
八
七
一

明
治
四

廃
藩
置
県

一
八
六
九

明
治
二

凶
作
、
村
々
に
粥
焚
所
が
つ
く
ら
れ
る

一
八
六
九

明
治
二

版
籍
奉
還

一
八
六
八

明
治
元

明
治
維
新　

五
箇
条
の
御
誓
文

一
八
六
八

明
治
元

明
治
維
新　

五
箇
条
の
御
誓
文

慶
応
二
～
三

こ
の
こ
ろ
魚
津
町
の
越
後
屋
清
次
が
金
屋
岩
黒
村
へ
移
り
、
ロ
ク
ロ
挽
物
木
地
屋
を
始
め
る

一
八
六
七

慶
応
三

王
政
復
古
の
大
号
令
が
下
る

一
八
六
六

慶
応
二

杉
木
御
蔵
が
設
置
さ
れ
る

一
八
五
九

安
政
六

ロ
シ
ア
船
が
富
山
湾
に
姿
を
現
す

一
八
五
八

安
政
五

地
震
、
コ
レ
ラ
流
行
、
凶
作
、
藩
内
各
町
に
暴
動
起
こ
る
。
井
波
町
長
崎
騒
動

一
八
五
九

安
政
六

安
政
の
大
獄

一
八
五
三

嘉
永
六

ペ
リ
ー
、
浦
賀
に
来
航
す
る

一
八
四
一

天
保
一
二

天
保
の
改
革
（
天
保
二
～
一
四
）

一
八
三
二

天
保
三

大
飢
饉
続
く
（
天
保
四
年
・
七
年
・
八
年
）

一
八
二
一

文
政
四

杉
木
新
町
に
砺
波
郡
の
御
郡
所
が
設
置
さ
れ
る

一
八
二
〇

文
政
三

千
保
川
跡
の
開
拓
の
た
め
舟
戸
口
用
水
が
引
か
れ
る

一
七
八
九

天
明
九

こ
の
年
か
ら
西
町
の
曳
山
が
始
ま
る

一
七
八
七

天
明
七

寛
政
の
改
革
（
天
明
七
～
寛
政
五
）

一
七
七
二

明
和
九

松
川
除
堤
防
が
切
れ
、
砺
波
平
野
一
帯
が
大
水
害
を
受
け
る

一
七
一
四

正
徳
四

松
川
除
堤
防
が
完
成
し
、
野
尻
川
、
中
村
川
、
千
保
川
の
三
河
川
が
し
め
切
ら
れ
る

　

〃

庄
川
の
松
川
除
の
築
堤
が
始
ま
る
。

一
六
七
〇

寛
文
一
〇

各
村
の
村
御
印
を
改
め
る
。
利
波
郡
を
礪
波
郡
に
書
き
改
め
る
。

一
六
六
六

寛
文
六

杉
木
新
町
に
十
村
寄
合
所
（
八
年
よ
り
十
村
相
談
所
）
が
置
か
れ
る
。

一
六
六
三

寛
文
三

芹
谷
野
用
水
が
引
か
れ
、
芹
谷
野
が
開
か
れ
る
（
翌
年
20
の
新
村
が
生
ま
れ
る
）

一
六
五
六

明
暦
二

改
作
法
が
成
就
し
、
各
村
に
村
御
印
が
渡
さ
れ
る

一
六
五
三

承
応
二

杉
木
新
町
に
作
喰
蔵
が
建
て
ら
れ
る

一
六
五
一

慶
安
四

藩
が
改
作
法
に
着
手
す
る

一
六
四
九

慶
安
二

二
郎
兵
衛
ら
が
町
立
を
願
い
出
、
杉
木
新
町
（
出
町
）
が
で
き
る

一
六
四
九

慶
安
二

慶
安
御
触
書

一
六
四
二

寛
永
一
九

田
地
割
が
初
め
て
実
施
さ
れ
る

一
六
〇
五

慶
長
一
〇

加
賀
藩
に
よ
っ
て
利
波
郡
が
総
検
地
さ
れ
る

　
　
　
　

砺
波
の
お
も
な
で
き
ご
と

江戸時代

　　　　　　　　　　　　近世　　　　　

明治時代

近代

大正時代 昭和 平成 令
和

現代

日
本
の
お
も
な
で
き
ご
と

1700 1800 1900 2000

一
九
八
九

二
〇
一
九

一
九
二
六

一
九
一
二

一
八
六
八


